
今津校区の取組み

１年目

２年目

磯の生きもの観察会 ～今津湾で磯の生きものをみつけよう～

＜開催日時＞ 2018年3月18日（土）13:00～15:00
＜開催場所＞ 福岡県水産海洋技術センター 水産資料館

水産資料館前の海岸
＜開催内容＞ 　①海辺の生きもの観察・採集

②生きものスケッチ

＜工夫した点 等＞
・潮⼲狩り時期であることから、漁業協同組合に許可を取り、実施した。
・観察会当⽇の潮位を事前に調べ、観察に適した時間を確認して⾏った。
・潮⼲狩り時期で⾞が多いと予想されたため、駐⾞場を確保した。また、海に出るときに道を渡るので、安全⾯に注意した。
・潮⼲狩り客と間違えられないようにおそろいのベストを着⽤。⽬⽴つので、⾒守りするのにもちょうどよかった。
・⽯の多い海岸で転倒や投⽯によるケガも考えられることから、⼦ども⼀⼈ひとりに⼤⼈がついて⾒守るように気を付けた。
・⼦どもたちとコミュニケーションをとりながら、⼀緒に観察を楽しむように⼼がけた。

自然観察会～干潟のいきもの観察会～

＜開催日時＞ 2018年7月23日（月）10:00～15:30

＜開催場所＞ 元寇防塁、長浜海岸、今津干潟
＜開催内容＞ ①「よかとこ案内人」から元寇防塁のお話を聞こう

②生きているカブトガニを見てみよう
③干潟の生きもの観察

＜工夫した点 等＞
・花畑公⺠館をお迎えしての観察会。花畑は海のない校区なので、海や⼲潟など、ふだん触れることが少ない経験をしてもらおうと計画した。
・午前中は花畑の⼦どもたちのみ。よかとこ案内⼈の⽅たちに元寇防塁を案内してもらい、歴史の勉強をした。
今津の海も砂浜・岩場・⼲潟 など⾊々な地形があることをわかってもらうため、元寇防塁の後は砂浜に出た。⼦どもたちも⼤喜び。

・午後は花畑・今津両校区の⼦どもたち参加で⼲潟観察会。ふくおかレンジャーのメンバーにカブトガニの脱⽪の説明をしてもらったり、
⽣きたカブトガニを触らせてもらったり、⽣きものを⾒つけながら個々に説明をしてもらったりと、なかなかできない経験ができた。

・移動が⼤変だった。徒歩で移動するときには⾞通りの多い道を渡る必要があり、駐在所の協⼒をお願いした。3班に分けて移動した。
・いろいろな⽅のご協⼒があってこその事業だった。参加者（スタッフ、⼦どもたちすべて含め）97名。

＜協力団体＞
３年目

すみよい今津をつくる会・よかとこ案内⼈・九州⼤学⽣態⼯学研究室・育成会・駐在所

海のもので工作しよう

＜開催日時＞ 2019年8月9日（金）9:30～12:00
＜開催場所＞ 浜崎集会所・海岸

＜開催内容＞ ①海岸で材料収集
②アート作品作り

＜工夫した点 等＞
・ふくおかレンジャーにとどまらず、いろいろな⽴場の⼈と関わることを重視した。今回は校区で活動している芸術家の⽅を招いて、
⾃然観察だけでなくそこから想像⼒を育むことを⽬的とした。

・基礎になる段ボール集めを前もってしていた。ほかにどんなものがあったら⼦どもたちが喜ぶのかがわからず、⼿探りだった。
・ふくおかレンジャーのメンバーが、環境学習に使⽤するために飼っているカブトガニを持ってきたり、集めていた⾙殻を種類ごとに分けて持って
きたり…とてもいい学習になった。解散後に九⼤の先⽣がカブトガニの⽣態を説明してくれ、⼦どもたちも⽬を輝かせて聞いていた。

・作品を作るとき、段ボールを切ったり瞬間接着剤を使ったりするので、けがをしないように気を配った。

＜協力団体＞  九⼤⽣と今津をつなぐ会・九州⼤学⽣態⼯学研究室・Paint Creator minamiさん・浜崎町内会・福岡市環境局

海岸で生きもの採集 生きものを観察・スケッチ 当日の資料

元寇防塁見学 長浜海岸へ 干潟で生きもの探し

浜崎海岸 カブトガニ観察事前に集めていた貝殻海岸で材料採集
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